
企画展

TEL：043-222-8231　FAX：043-225-7106
〒260-0856 千葉市中央区亥鼻1-6-1

千葉市立郷土博物館

http://www.city.chiba.jp/edl/kyodo/kyodo_top.html

平成26年8/26火●11/16日

絵
図
か
ら
み
た

千
葉
市
の
江
戸
時
代

絵
図
か
ら
み
た

千
葉
市
の
江
戸
時
代

絵
図
か
ら
み
た

千
葉
市
の
江
戸
時
代



TEL：043-222-8231   FAX：043-225-7106

千葉市立郷土博物館
〒260-0856 千葉市中央区亥鼻1-6-1

http://www.city.chiba.jp/edl/kyodo/kyodo_top.html

●JR千葉駅下車、 バスのりば⑦から千葉大学病院行
または南矢作行（千03,千03-1,千04）「郷土博物館・
千葉県文化会館」下車徒歩3分
●千葉モノレール「県庁前」下車徒歩13分
●JR本千葉駅下車徒歩15分

交通案内

休館日 月曜、祝日、9月16日（火）、10月14日（火）、11月4日（火）、5日（水）　※ただし11月3日（月）は臨時開館します。

入館料 大人60円（50円） 小中学生30円（25円）
カッコ内は団体料金（30人以上）
ただし、市内在住の65歳以上の方は無料（身分証明書
等をご提示ください）

江戸時代の千葉市域は、他の江戸近郊の地域と同様に、

小規模な所領が多く配置されたため、藩領などまとまった

地域がある一方で、旗本知行所や幕領などは入り混じって

設定されており、複雑な支配状況となっていました。

現在の千葉市域の範囲には、幕末段階で村が101か村あ

りました。当時の村は最小の行政的単位であるとともに、

人々の生活の基盤でもありました。その村名の多くが現在

も市内の町名として残っています。また、絵図中に描かれて

いる道路や集落の位置など、現在とさほど変わっていない

ところも見られます。このように、私たちは意外と身近なと

ころに江戸時代の名残を見つけることができるのです。

今回の展示では、江戸時代の支配別にその状況を概観

するとともに、地域に残された代表的な絵図資料から、

市域の村々について紹介します。

絵図からみた千葉市の江戸時代

千葉市立郷土博物館 2階企画展示室展示会場 9：00～17：00（入館は16：30まで）開館時間

▲平川村三給色分絵図
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▲今井泉水村絵図 ▲千葉町家並絵図 ▲浜野村地先澪絵図


